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新
年
度
飛
躍
に
向
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 
高
橋 

光
男 

新
し
い
年
度
（
平
成
28
年
度
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。 

作
品
展
も
盛
況
に
終
わ
り
、
次
回
作
品
展
に
向
け

て
、
構
想
を
練
り
始
め
る
こ
ろ
で
す
ね
。
会
員
の
皆

様
が
大
い
に
各
活
動
に
参
加
さ
れ
、
交
流
を
通
じ
、

情
報
交
換
を
し
て
、
今
ま
で
以
上
の
力
作
発
表
及
び

陶
芸
の
楽
し
み
を
倍
増
で
き
る
よ
う
に
役
員
と
構
想

計
画
の
実
施
を
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
独
自
で

お
持
ち
、
ま
た
は
仕
入
れ
ら
れ
た
知
識
の
作
陶
技
法

等
を
会
員
の
方
々
に
披
露 

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し 

ょ
う
か
。 

何
卒
会
員
の
皆
様
ご
協 

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い 

た
し
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と 

一
層
の
作
陶
活
動
を
期
待 

い
た
し
ま
す
。 

 

「
三
十
七
回
作
品
展
」
の
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
部 

 

会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
を
も
ち
ま
し
て
「
第
三
十

七
回
作
品
展
」
も
無
事
、
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

今
年
度
の
入
場
者
数
は
、
昨
年
よ
り
百
十
三
名
も

増
え
、
八
百
六
十
八
名
で
し
た
。
特
に
土
、
日
曜
日

は
大
盛
況
で
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
方
々
に
作
品
を
み
て
い
た
だ
く
の
は

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
に
な
り
、
嬉

し
い
で
す
ね
。 

出
展
者
数
は
、
五
名
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

出
展
点
数
は
、
昨
年
よ
り
、
百
七
点
増
え
て
な
ん
と

四
百
七
十
三
点
で
し
た
。
今
年
度
も
会
場
い
っ
ぱ
い

に
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

会
場
は
今
年
度
も
「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」
で
し
た

の
で
、
交
通
機
関
を
利
用
し
て
の
搬
出
入
の
人
が
多

数
で
し
た
。
又
、
慣
れ
た
場
所
で
す
の
で
、
展
示
準

備
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
度
の
作
品
展
示
の
順
番
は
、
昨
年
度
の
反
省

を
ふ
ま
え
（
進
行
・
会
計
・
作
品
展
示
位
置
確
認

者
）
を
優

先
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
し
た

が
、
大
き

な
混
乱
も

な
く
ス
ム

ー
ズ
に
行

う
こ
と
が

で
き
、
今

後
も
こ
の

方
向
で
行

い
た
い
と

思
い
ま
す 

又
、
搬

出
も
、
昨

年
の
反
省

を
ふ
ま

え
、
声
を

掛
け
合
い

な
が
ら
、

事
故
も
な

く
終
え
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
会
員
皆
様
の
ご
協
力
で
無
事
作
品
展
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

来
年
度
も
会
員
皆
様
方
の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
、

た
く
さ
ん
出
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 
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【
事
業
報
告
】 

 
会 

期 

平
成
２８
年
１
月
１２
日
（
火
）
～
１７
日
（
日
）

会 
場 

か
な
っ
く
ホ
ー
ル 

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ 

入
場
者
数 

 

８
６
８
名 

 
 

出
展
者
数 

 

３
５
名 

 

出
展
数 

 
 

４
７
３
点 

懇
親
会
参
加
者
数 
20
名 

（
ｋ
ｕ
ｂ
ｏ
ｔ
ａ
食
堂
） 

今
年
度
も
当
番
表
を
作
成
後
、
当
番
の
足
り
な
い

日
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
作
品
出
展
者
全
員
に
お
願

い
し
ま
し
た
。 

多
少
大
変
な
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

会
員
皆
様
の
「
作
品
展
」
で
す
。
来
年
度
も
ぜ
ひ
、

出
展
さ
れ
た
方
は
、
半
日
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
お
手

伝
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
年
度
の
責
任
者
も
含
め
た
当
番
人
数 

12
日
（
火
）
（
９
人
） 

 

13
日
（
水
）
（
５
人
） 

14
日
（
木
）
（
５
人
） 

 

15
日
（
金
）
（
５
人
） 

17
日
（
土
）
（
９
人
） 

 

18
日
（
日
）
（
11
人
） 

 

○
出
展
料
は
「
友
の
会
」
へ
の
賛
助
金
で
す
。 

 

作
品
は
並
べ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 ゆ

と
り
を
持
っ
て
展
示
で
き
る
よ
う
に
区
画
を
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

○
作
品
の
申
し
込
み
期
日
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

当
日
、
机
を
増
や
し
た
り
、
混
乱
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。 
 

                              

                              
吉川：「土の取り違えから生

まれた風車、当初の予定はビ

ールジョッキでした。作陶し

ていくうちに大きくなり過

ぎ、ジョッキにならずと判

断、以前より興味のあった風

車へと変身しました。」 
 

広報質問： 
「素敵な風車です

が、風車を作ってみ

ようと思われた動機

は何ですか？旅行の

思い出ですか？」 
 

吉川勝さんと風車 

大人と一緒に作品展に来た子供さん

がいて、居合わせたドンさんと風車を

回して遊んだ・・・という話もお聞き

しました。・・・楽しい作品ですね・・・ 

今年の作品展では 

一寸気になる作品の作者にインタビュー 

をし、それぞれの質問に応えて 

いただきました。 

 

会場風景 
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広報質問：「ぐい吞みか

ら大皿に移った心境の

変化・きっかけは？」 

鈴木：「近々、大

皿をひく腕力が

無くなりそうな

ので、今のうち

に余力のあるう

ちに！と思いま

した。」 

鈴木 貴久さん 

広報質問：「このエネルギ

ッシュな作品をどんな思い

でつくられましたか？」 

中野：「道端や宇

宙にひっそりと

たたずんでいる

石・彗星をイメ

ージ。エネルギ

ーを内に秘めて

います。」 

中野 正好さんと「ゴロン」 

鍋島：「若い頃から仏像

や道祖神に関心があり、

一度は自分でも作って

みたい、との思いがあり

ました。 真っ赤に燃え

盛る光背が作りたくて、

この不動明王になりま

した。 
・・・来年度は、可愛い

道祖神がいいかな？」 
 鍋島 弘義さん 

広報：「今年

の作品のテー

マはどうして

仁王さまなの

ですか？」 

この作品は「ゴロン」

と名付けられ、第 45
回全陶展で新人賞を

いただきました。 
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２
月
役
員
会
の
報
告 

 
２
月
27
日
（
土
）
副
会
長
・
各
役
員
11
名
参
加

の
も
と
役
員
会
を
行
い
ま
し
た
。 

★
下
記
３
部
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

○
事
業
部 
作
品
展
の
報
告 

○
専
修
部 

焼
成
会
の
ご
案
内
（
５
月
） 

 
 
 
 
 
 

（
別
紙
チ
ラ
シ
が
あ
り
ま
す
。） 

○
広
報
部 

年
３
回
の
発
行 

 
 
 

次
回
役
員
会
の
お
し
ら
せ 

 

４
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
よ
り 

杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
集
会
室 

 

（
内
容
は
28
年
度
総
会
に
向
け
て
の
準
備
で
す
。） 

                

総
会
の
お
知
ら
せ 

５
月
14
日
（
土
）
午
後
４
時
よ
り 

杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
集
会
室 

（
京
浜
急
行
杉
田
下
車
又
は 

JR
新
杉
田
下
車
） 

各
行
事
に
お
い
て
会
員
皆
様
の
ご
要
望
等
伺
え
る
良

い
機
会
か
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
よ
り
良
い
本
会
の
活

動
に
向
け
て
役
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で

是
非
皆
様
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
た
く
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

「
私
の
一
品
」
に
投
稿
く
だ
さ
い 

お
気
に
入
り
の
自
作
品
写
真
に
短
い
コ
メ
ン
ト
を
付

け
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

只
今
、
お
預
か
り
し
て
い
る
原
稿
も
２
枚
程
あ
り
ま

す
が
、
広
報
紙
面
が
空
き
次
第
、
掲
載
し
ま
す
。 

投
稿
方
法
は
、
信
岡
宛 

電
子
メ
ー
ル
・
郵
送 

ど

ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 

住
所
は
会
員
住
所
録
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

          

編
集
後
記 

  

今
号
の
編
集
作
業
は
編
集
部
員
が
そ
れ
ぞ
れ 

入
力
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
寄
り
校
正
と
紙
面
の 

エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
を
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を
教
わ
り 

な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
編
集
部
員
の
技
量
を
揃
え
る 

た
め
で
す
。
少
し
は
戦
力
に
な
り
ま
す
か
… 

吉
良 

  

作
品
展
の
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
作
品
の
作
者 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
思
い
切
っ
た
紙
面
デ
ザ 

イ
ン
を
試
み
ま
し
た
。
如
何
で
し
ょ
う
か
。
信
岡 

 

「
私
の
一
品
の
投
稿
」
は
広
報
部
か
ら
お
願
い
に
当

た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員
み
な
さ
ま
方
の 

積
極
的
な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

小
松 
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